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26地区 ガバナー 浅野万里子

第68回国連女性の地位委員会（以下 CSW68）参加のため、1年ぶりでニューヨークへ行ってきました。

いつもは見かける残雪もなく、国連ビルの敷地内の一角では水仙が満開でした。 開催初日に94丁目に

あるレストランを貸し切ってウテ国際会長主催のレセプションが開かれ、 国際理事、ガバナー数名、近

郊在住のゾンシャンとその家族や友人が集合し、気勢を上げました。

毎年のこととは言え、国際ゾンタは国連機関とサイドイベントを開催したり、他のNGOとパラレルイベン

トを共催したりと関係者は大忙しです。中でも特筆すべきは、Pamela Morgan 国連委員長がNGO CSW

の共同代表として活躍されていたことでしょうか。2週間の会期中、国際ゾンタの存在が随所で発揮され

たCSW68でした。

 世界中からフェミニストが集まり、国連機関、各国政府、市民社会が一堂に会して交流する一方で、毎

回の優先テーマとレビューテーマを巡って各国が主張を展開します。 今年は国連の財政難を理由に、

会合は18時閉会がルール化されたため、徹夜で討議されることはなくなりました。全会一致の採択を目
指して閉会直前まで議論が戦わされる合意結論ですが、最終日の午前中に採択されたということです。

 NYを訪れる度にお尋ねするのは小林利子さんです。離婚後、子育てがひと段落したのを機に渡米、

精神病院で働きながら折り紙セラピーの活動を主宰し、 退職後は機会あるごとにワークショップをして

普及に努めておられる方です。今回も2度お尋ねしました。ここ数年は病気やケガが続き、集合住宅の
敷地から一歩でも外に出る時は必ず付き添いをつけるようにとの主治医の指導の下に独りで暮らしてお

られます。日本での50数年と渡米後の20余年、その波乱万丈のライフストーリーを伺いながら、様々な
公的支援の対象となっても

小柄な体に驚くほど強い自立の意思をもった小林さんに圧倒されました。

デザイン協力: 中原真理子様（群馬ZC）・花岡美智子様（東京ⅢZC） ゾンタローズのイラスト: 堀本美惠子様（東京ⅢZC）
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２６地区アドボカシー委員長 好永良子

今年も３月８日のローズデーを中心に各クラブで様々な活動をされました。

各クラブが地域と連携して国際女性デーライトアップ事業、行政と共催の講演会・シンポジウム、市長訪問、提言書提出、

卓話、オンライン研修会等を開催する、また図書館、イベント、バザー、フェスティバル等でパネル展示をするなどで活動や奉

仕内容を紹介する等様々な形で取り組まれました。日本の2023年のジェンダーギャップ指数は146ヵ国中125位、過去最低の順

位です。政治分野での女性議員の少なさ、男女の賃金格差、女性の活躍と経済発展は密接な関係にあります。女性が力を生かせ

る国になってほしいものです。

これからも最終的には誰もが自分らしく生きられる幸せな社会を目指して、私たちも学びながら、地域との連携を深め、声

をあげて活動していきましょう。 2

次期ガバナーオリエンテーションに参加して

2024年ローズデー（国際女性デー）に寄せて

次期ガバナー 和田津美智代

2024年2月6日～11日 、世界中から次期ガバナーがシカゴに集結し、サラ次期国際会長のもと5日間のオリエンテーショ

ンが開催されました。ミーティングでは本部のスタッフから 2024-2026 期の国際ゾンタの目標達成のための戦略計画が発

表され、長年パートナーシップ関係にある米国 UNICEF のスタッフからは共に支援をしている国連のプログラムの現況報

告を聞き、私たちの活動の継続の必要性を再確認しました。また、ワークショップでは5人ずつのグループに分かれて短

時間でチームの意見を纏める経験をし、次期に各地区に於いてリーダーシップを発揮するためのトレーニングを受けてき

ました。

世界中から集まった仲間は、皆ゾンタスピリットに溢れていて、どんな時も全力！と感じました。素敵な仲間と友情を

深め、次期を担う重責を感じつつも、希望の入り混じったある種の心地よい緊張感を持って帰国しました。

サラ国際会長と 国際本部にて 次期ガバナーオリエンテーション（シカゴ）

第68回国連女性の地位委員会（CSW68）に参加して

鴨澤小織（東京Ⅲゾンタクラブ）

CSW68に参加するため3月10日にアメリカニューヨークJFK空港に到着。日本政府代表団のNGO代表として国連本部とホテ

ルを行き来する生活が始まりました。翌日にはウテ国際会長のレセプションに伺い、NYをはじめ、世界各地のゾンシャンの

方たちとお話をする機会に恵まれました。また、国際ゾンタと台湾National Women’s League of Chinaによるオンラインのパラ

レルイベントにも、夜遅くでしたがスピーカーとして参加しました。快晴のNYに世界各国から集まった政府、市民社会組織、

専門家、活動家が優先テーマである「ジェンダーの視点からの貧困撲滅、機能強化、資金動員によるジェンダー平等達成と

女性・女児のエンパワーメント」について熱心に話し合う場に参加ができ、充実した12日間を過ごしました。

パラレルイベントでのオンライン発表

国連ビルのリバーサイドカフェで

（真ん中は独立行政法人国立女性

教育会館（NWEC）理事長

萩原なつ子さん
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エリアミーティングのお誘い

エリ１エリアディレクター

神部眞理子

第15回エリア１エリアミーティングご案内

５月19日（日）10:00～16:00

ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング

「女性と少女のためのより良い世界を築く」ため

に、これまで私たちは「WAVEを起こそう」を合言葉

に活動してきました。今回のエリアミーティングで

は、どんなWAVEを起こせたのか、そして今後どのよ

うに発展させていけるのかを、皆様と共に考えてい

きたいと思います。テーマは、“変革の波を、さらに

大きく、高く ～Brave & Power～です。

基調講演は、世界中を取材して私たちに多くの情

報を伝えて下さっているフォトジャーナリストの安

田菜津紀氏にお願いしました。タイトルは、「紛争

地、被災地に生きる人々の声」です。また、地元で

不登校児たちの教育に携わっておられる川俣俊三氏

もお話しして下さいます。ホストの盛岡ゾンタクラ

ブの皆様と一緒に工夫を凝らしました。

世界中で二番目に訪ねたい都市に選ばれた盛岡に

ぜひお出で下さい。そして共に語り合いましょう。

エリア４エリアディレクター

三宅信子

目標に向かってさらに前進！ をテーマ

に来たる4月28日（日）ホテル日航姫路に

て第16回エリアミーティングを開催いたし

ます。

ワークショップⅠではフェミニスト・カウ

ンセリング神戸 浜野千春 氏より「DVの

現状と支援コロナ前後の推移」を、ワーク

ショップⅡでは尼僧松山照紀 住職より

「女性が生き活きいきる」と題しての講演

等を予定しております。

 世界文化遺産となって 31 年の国宝姫路

城と共に皆様のお越しをお待ちしておりま

す。

エリア２エリアディレクター

地主ちづ子

第15回エリア２エリアミーティングのご案内

５月12日（日）10:00～16:00 ワークピア横浜

横浜ゾンタクラブをホストクラブとして、「わたし

にとっての WAVE とは」のテーマで開催いたします。

26地区はWAVEを起こそうというテーマで取り組んでま

いりました。

Women &Girls

Violence? NO!!

Advocacy & Service

Empowerment

が個々人の今後の価値判断に反映され、社会の通念

となることが望まれていますが、現状はどうでしょ

うか。

記念講演は厚生労働大臣も経験された小宮山洋子氏

に「女性も少女もいきいきと生きるために」のテーマ

でご講演いただきます。記念講演やワークショップを

通して、WAVEを起こし続ける気概を確認しあうエリア

ミーティングにしたいと存じます。

皆様 どうぞ 奮ってご参加くださいますようお願

い申し上げます。

エリア３エリアディレクター

西村寛子

エリア３エリアミーティングを5月26日

（日）にグランキューブ大阪にて開催いた

します。

今期の総まとめとしてワークショップで

はエリア内11クラブの活動報告を前回のエ

リアミーティング同様に行います。

前回の報告で、他クラブの活動状況を知

ることで、お互いに新しい発見をしたり刺

激を受けたりと更なる活動の参考や動機づ

けになったとのお声にこたえ、今回も新た

な発見があることを願ってワークショップ

を行います。

エリア３はもとより他のエリアからも多

くのゾンシャンのご参加をお待ちしており

ます。



　　

あるゾンタボーイのつぶやき

２６地区会員委員長 和田津美智代

Add Your Voiceキャンペーン開催中

ゾンタの使命とビジョンをあなたの周りの人に話して、ジェンダー公平を達成するための仲間を増やしましょう！

4月・5月の入会者の国際会費が免除されるメリットを利用しましょう！

国際大会特設サイト： https://www.zontaconvention.com/

期間：2024年6月27日（水）～30日（土）会場：Rydges South Bank（リッジスサウス バンク）

関係文書配信：2024年4月15日（予定）～

※クレデンシャル情報、国際理事等候補者リスト、メモリアル・サービス情報、ワークショップ情報その他

お願い：地区大会参加者リストを作成する予定です。ADから各クラブ会長あてに連絡がありましたら、クラブ名、名前、

連絡先メールアドレス、滞在期間等を所定の用紙に記入のうえ、ご提出ください。
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ブリスベン大会に向けて

山内 広平（盛岡ゾンタクラブ）

ゾンタクラブ加入のお話をいただき、女性の社会的地位向上を応援する世界的な組織と考え、参加しました。女性に対す

る差別的な社会状況ということで、中東イスラム国の教育状況が知られています。パキスタン女性、マララ・ユスフザイさ

んが２０１３年に国連で行った「１本のペン」の演説に感動しました。

振り返って、日本の社会を見てみますと、従来に比べ女性の社会進出は目覚ましいものがあります。特に最近は優秀な多

くの女性研究者の輩出があります。これは男女の違いが入り込む余地がない、研究成果に対する客観的評価によるものだと

思います。ただ、日本では、政治家、会社の社長など、女性が増えつつあるもの、まだまだ圧倒的に男性の数が多いのが現

状です。

この春の日本呼吸器学会で、“How to break the glass ceiling”というシンポジウムがひらかれる予定です。知り合い

の中国の医学部教授も招待されていて、中国では、女性の医学部教授数は男性のそれに匹敵し、彼女はガラスの天井を打ち

破るのに必要なものは、スキルと知識を向上させ続け、キャリアップを図っていくこと、家族の理解を得ることを挙げてい

ました。また、中国の国策として、男女共同参画が謳われています。私も社会環境の改革と個々人の意識改革が大事だと感

じています。

会員委員長からのお願い

ヒトデプロジェクト今期最後の発送を終えて ２６地区 奉仕委員長 宇治田惠子

ヒトデプロジェクト今期１回目第６弾は、クリスマスに向けてクオカードとお菓子等のセットを準備し、ご参加いただいた

21クラブ様に2037セットをお送りいたしました。又第７弾２回目はローズデイにむけて、ペン付きメモ帳とお菓子等をご参加

いただいた12クラブ様に815セットを送り終えたところです。

今期第6弾と第7弾の総計として、

参加クラブ：33クラブ プレゼント数：2.852セット

支援先数：シェルター９施設 ：こども食堂19施設 ：その他の施設27施設 ：21Z＆GZクラブ となりました。

読売新聞2023年12月27日の編集手帳に掲載された記事をここで紹介させていただき、今期ヒトデプロジェクトにご寄付のみ
を含め、ご参加頂きましたクラブ、又趣旨にご賛同いただきご支援いただきましたゾンシャンの皆様へのお礼とさせて頂きま

す。

＜略＞◆今年、全国の「子ども食堂」が公立中学校の設置数に迫る９１３１か所になったという。

東京の支援団体の調査でわかった。収入に乏しい家庭が頼るのは勿論、７割程が会食形式で

運営され、それが広がれば広がるほど孤食の子どもは少なくなる。いいクリスマスになっただろう。
◆子ども家庭庁は＜子どもの居場所づくりに関する指針＞を取りまとめたばかりである。地域の
人々の厚情に先を越された分野だろう。

第3回アジア地区間会議（AIDM)ロゴ募集！

大会テーマ Build a Better World for Women and Girls～Role of Zontians in Asia～

　　　　　（アジアのゾンシャンにできること）
日程：2025年4月5日～6日会場：ホテルニューオータニ博多

参加予定地域：香港・タイ・シンガポール・マレーシア・フィリピン・台湾・韓国他

ロゴ募集期間：2024年4月1日～5月31日まで

応募先：第３回AIDM実行委員長和田津宛 d26lt-gvernor@zonta-d26.jp 詳細は４月１日付クラブ配信をご確認下さい。

第２回会義（台湾）のロゴ

ロゴを印刷したファイル



ガバナー 西に東に 昼に夜に 対面もバーチャルも

Zonta 最新情報

【国際ゾンタ編】（2023年11月現在）1087クラブ 24,582人

〇本部から：東京Ⅱゾンタクラブ40周年お祝いメッセージ（2月3日）

〇国際ゾンタ会員委員会：Marverous Monday Membership Moment（2月5日、2月12日、2月19日、2月26日、

3月4日、3月11日、3月18日）

〇国際ゾンタZonta Spiritワーキンググループ：Zonta Spirit関連質問への回答依頼（2月5日）

〇本部から：Leadership Update（2月8日、2月10日、3月7日）

〇本部から：Rose Dayに寄せて（2月8日）

〇本部から：国際大会に向けて（2月13日）

〇ゾンタ女性財団から：最新情報のお知らせ（2月21日）

〇地区リエゾンから：ネパール視察報告（2月22日）

〇本部から：ゾンタニュース（2月23日、3月21日）

〇本部から：国際理事等候補者リスト（部外秘）（2月23日）

〇本部から：Hear and Watch Her Story Now（3月1日、3月29日）

〇本部から：京都Ⅱゾンタクラブ／岐阜ゾンタクラブ40周年お祝いメッセージ（3月2日）

〇ゾンタ女性財団から：1月31日現在の26地区からの寄付について（3月3日）

〇地区リエゾンから：エリアミーティング用VTRのプレゼン原稿について（3月4日）

〇地区リエゾンから：エリアミーティング用VTRのリンクについて（3月8日）

〇ゾンタ女性財団から：財団大使アップデート（2024年3月現在）（3月15日）
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2月 1日 ガバナー通信第10号発行

2月 1日 国連ウィメン日本協会 2024年度第1回理事会＠Zoom

2月 3日 組織拡充ミーティング＠Zoom

2月 5日 第17回地区大会記念講演御礼＆議事録贈呈＠㈱arca（東京都渋谷区）

2月17日 弔問＠仙台（故 大須賀はつ様(地区前財務委員長／元指名委員長／元会計)）

2月19日 第21回地区理事会＠Zoom

2月19日 第3回アジア地区間会議コアミーティング＠Zoom

2月20日 国連ウィメン日本協会 国際女性デー実行委員会＠Zooｍ

2月21日 地区リエゾンとのミーティング＠Zoom

2月24日 国連ウィメン日本協会 2024年度総会/第2回理事会＠日本女性学習財団会議室（東京都渋谷区）

2 月24日 CSW68オリエンテーション＠Zoom

2月26日 国連ウィメン日本協会 国際女性デーイベント打合せ＠国際文化会館（東京都港区）

2月26日 第3回アジア地区間会議実行委員会＠Zoom

2月28日 国際ゾンタZonta Spiritワーキンググループ主催ミーティング＠Zoom

3月  2日  東京ⅡZC創立40周年チャリティーコンサート＆ビンゴの集い＠東京

3月 3日 北九州ZCローズディ記念イベント「アフリカの女性から学んだこと～今、私たちができるきことを

考えよう～」川原佳代氏講演会＠Zoom

3月 5日 国連ウィメン日本協会 国際女性デーイベント＠国際文化会館（東京都港区）

3月 7日 内閣府男女共同参画連携会議「聞く会」＠Zoom

※26地区は同会議の議員；第68回国連女性の地位委員会に関し、「サイドイベント等の紹介」で登壇

3月 8日 第3回アジア地区間会議Coreミーティング＠Zoom

3月10日 岐阜ゾンタクラブ設立40周年／中部学院大学ゴールデンZクラブ設立10周年記念式典・祝賀会＠岐阜

3月10日～21日 第68回国連女性の地位委員会＠ニューヨーク

3月22日 国連ウィメン日本協会 ファンドレイジングチームミーティング＠Zoom

3月24日 　大阪Ⅱゾンタクラブ創立30周年記念式典・祝賀会＠大阪

3月25日 第22回地区理事会＠Zoom

3月27日 地区リエゾンとのミーティング＠Zoom
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【26地区編】（2024年3月現在）国際ゾンタ26地区クラブ数44 770名

（一般会員744名＋クラブ名誉会員19名＋Young Professional 7名）

〇Zonta Spiritワーキンググループへ：Zonta Spirit関連質問への回答提出（2月6日）

〇本部へ：第3回アジア地区間会議2025開催期間＆会場情報提供（2月7日）

〇本部へ：ゾンタ奉仕活動とアドボカシー活動優秀賞応募（26地区ヒトデプロジェクト）（2月12日）

〇YWPA奨学金2024選考（3月）

〇エマ・L・コンロン地区賞選考（3月）

〇ゾンタニュース配信 （2月25日）2月号（翻訳）（3月24日）3月号（翻訳）

〇クラブ配信

（2月1日付）ガバナー通信第10号、エリア通信第10号／「ゾンタ奉仕活動とアドボカシー活動優秀賞」について

（3月1日付）ウクライナの女性と少女への支援（UNウィメン日本協会より）／井野財団大使と

真鍋Endowment Specialistより／エリア４エリアミーティングのご案内

（3月15日付）エリア１、２、３エリアミーティングのお知らせ／ゾンタ女性財団からのお知らせ／2024年能登半島地震災害

支援の報告／3/1配信のエリア４エリアミーティングの参加申込書ファイルの差し替え願い

【編集後記】

春が訪れ、今期も残り2か月！それにしても毎月開かれる地区理事会では

いつも議案が絶え間なく盛沢山だ。つくづくゾンシャンは良く動き、奉仕

活動に精力を傾け、時代に少々後れを取りつつも苦手なパソコンとも格闘

し、努力を続けていると、改めて感心してしまう。

一方で世界に目を向けると、自然災害ばかりでなく戦争や紛争の長期化

によりその惨状は日増しに酷くなるばかり、一体この先世界はどこに向

かっていくのだろう？と憤るも無力で虚しい。

震災にも負けず前を向いて頑張る被災地の方を応援しつつ、平和な今に

感謝し、皆様の健康を心から祈りつつ第11号の編集後記とします。(N.K.)

〇本部から：CSW68期間中のイベントについて（3月16日）

〇本部から：CSW68のまとめ（3月26日）

訃報追悼 大須賀はつ様を偲んで

岡澤 則子（大津ゾンタクラブ）

25年来の親友の突然の不在を未だ現実視出来ないでいる。「30分話がしたい。京都に行く。」と今年早々言われていたの

に実現しなかった。事情を知りやっと仙台へ駆けつけた日、早朝の新幹線の中で「お見舞い」が「お悔やみ」に変わったこと

を知らされた。ご自宅で対面した時、お顔はいつも通り聡明で美しく上品であり、身体はまだほのかに温かく感じた。

彼女は長きに亘りゾンタも私事も全て喜怒哀楽を共にしてくれ常に支えてくれた。忙しい中個人旅行に何度も出かけた。母

の米寿の祝いにも駆けつけて舞ってくれた。二人だけの肝入りのゾンタネックレスも作った。私がガバナーに立候補する時の

指名委員長でもあった。「則子ちゃん頑張ってね。」「うん、行ってくるよ。」と目で合図して登壇したのは昨日のことのよ

うである。その上去年大病した私の身体ばかりを気遣ってくれた。去年末、一緒に旅行までしているのに彼女を急襲した憎い

病魔に気付かなかった自分（彼女も気付いていなかったが）が悔やまれてならない。私の身体ばかり心配してくれた。本当に

許して欲しい。

誰かが言う、Life is God’s novel. 人生は神様の書く小説。我々は委ねるしかないのかもしれない。大須賀さんが居ないの

に春が来ている。かけがえの無い大切なものが容赦なく人生を通り過ぎていく。今はもう、心の友に感謝しご冥福をひたすら

祈るしかないのである。

（あぁ、ガバナーからの厳しい字数制限あって十の内の一も書けない。）




